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創
立
記
念
行
事

　

一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
九
月
に
英
吉
利
法
律
学
校
と
し
て

開
校
し
た
本
学
は
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
に
創
立
百
周
年

を
迎
え
た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
大
学
当
局
は
、
記
念
事
業
を
実
施

す
る
た
め
七
九
年
五
月
に
「
学
校
法
人
中
央
大
学
創
立
百
周
年
記

念
事
業
並
び
に
長
期
振
興
事
業
企
画
委
員
会
規
則
」
を
制
定
し
、

理
事
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
企
画
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。

　

同
年
十
一
月
、
渋
谷
健
一
理
事
長
は
百
周
年
記
念
事
業
の
具
体

案
等
に
つ
い
て
諮
問
し
、
同
委
員
会
で
は
二
年
の
歳
月
を
か
け

て
審
議
・
検
討
し
て
、
八
一
年
五
月
に
第
一
次
、
十
月
に
第
二
次

の
答
申
を
行
っ
た
。
理
事
会
は
こ
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
、
同
年

十
一
月
一
日
の
評
議
員
会
に
実
施
計
画
案
を
上
程
し
、
審
議
の
結

果
、
同
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
施
計
画
」
は
、
記
念
行
事
・

記
念
出
版
と
記
念
事
業
の
二
つ
の
企
画
項
目
か
ら
な
っ
て
い
た
。

前
者
に
は
、
記
念
式
典
の
挙
行
や
記
念
講
演
会
等
の
開
催
お
よ
び

百
年
史
・
記
念
論
文
集
・
百
周
年
写
真
集
の
刊
行
、
さ
ら
に
記
録

映
画
の
製
作
が
盛
り
込
ま
れ
、
ま
た
後
者
に
は
、
教
育
・
研
究
条

件
の
整
備
（
総
合
資
料
展
示
室
〈
総
合
資
料
館
〉
の
設
置
等
）、

国
際
交
流
の
強
化
（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
）、
学
員
と

の
交
流
の
強
化
（
百
周
年
記
念
館
〈
仮
称
〉
の
建
設
・
学
員
名
簿

の
作
成
）
と
い
っ
た
内
容
が
示
さ
れ
、
計
画
の
実
施
に
要
す
る
費

用
と
し
て
六
三
億
円
余
が
見
込
ま
れ
て
い
た
。

　

記
念
事
業
の
実
施
組
織
と
し
て
は
、
創
立
百
周
年
記
念
事
務
局

以
下
、
記
念
行
事
、
百
年
史
編
集
、
お
よ
び
募
金
等
の
六
つ
の
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
八
二
年
三
月
か
ら
総
額
五
〇
億
円
を
目
標
と

し
た
募
金
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
八
三
年
四
月
の
理
事
会
に

お
い
て
記
念
式
典
開
催
日
が
八
五
年
十
一
月
十
三
日
と
決
ま
り
、

次
い
で
八
四
年
八
月
か
ら
は
新
潟
を
皮
切
り
に
全
国
各
地
で
記
念

講
演
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
多
彩
な
行
事
が
始
ま
っ
た
。
さ
ら

に
、
八
五
年
一
月
に
は
各
行
事
を
円
滑
に
行
な
う
た
め
、
創
立
百

周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
が
新
設
さ
れ
、
記
念
事
業
の
一
層
の

推
進
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
同
年
七
月
八
日
に
は
旧
駿
河
台
校
舎
南
門

付
近
に
お
い
て
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
ま
た
十
一
月
十
三

日
に
は
多
摩
校
舎
で
五
千
人
余
が
参
会
し
て
記
念
式
典
、
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
ー
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
式
日
の
前
後
に
は
、「
中

央
大
学
百
年
の
あ
ゆ
み
展
」
や
記
録
映
画
「
母
校
よ
永
遠
な
れ
」

の
上
映
会
等
が

催
さ
れ
て
教
職

員
、
学
生
、
学

員
等
の
祝
賀
ム

ー
ド
を
盛
り
上

げ
た
。

　

八
四
年
八
月

に
始
ま
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
記
念

行
事
は
、
八
五

年
十
二
月
ま
で

に
滞
り
な
く
終

わ
り
、
記
念
出

版
で
は
、
各
学

部
の
記
念
論
文

集
や
写
真
集
『
図
説
中
央
大
学1885

↓1985
』
が
式
典
に
合
わ

せ
て
刊
行
さ
れ
た
。

　

記
念
事
業
に
お
い
て
は
、
ま
ず
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
「
実
施

計
画
」
の
決
定
と
同
時
に
八
一
年
十
一
月
に
設
立
さ
れ
、
八
五
年

十
月
に
は
延
べ
三
四
万
二
千
人
の
学
員
を
収
録
し
た
『
創
立
百
周

年
記
念
学
員
名
簿
』
が
発
行
さ
れ
た
。

　

ま
た
六
年
間
に
わ
た
る
募
金
活
動
で
は
、
八
八
年
六
月
に
目
標

額
を
達
成
し
、
そ
の
五
ヵ
月
後
の
十
一
月
十
六
日
に
は
大
学
関
係

者
や
学
員
が
完
成
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
百
周
年
記
念
館
〈
仮

称
〉
が
「
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館
」
と
命
名
さ
れ
て
旧
大
学
会

館
跡
地
に
落
成
し
た
。

　

一
方
、
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
う
ち
百
年
史
の
編
集
は
、
そ

の
後
も
継
続
し
て
進
め
ら
れ
、
二
〇
〇
五
年
十
月
の
資
料
編
の
刊

行
を
も
っ
て
全
四
巻
が
完
結
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
質
・
量
と
も

に
こ
れ
ま
で
に
な
い
多
く
の
資
料
が
調
査
収
集
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

は
学
内
外
の
個
人
・
諸
機
関
の
協
力
の
も
と
に
蓄
積
さ
れ
た
貴
重

な
歴
史
的
資
料
で
あ
る
。
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創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
展
開

創立 100周年記念式典


